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以下の文章を読み、情報のデジタル化、オンラインショッビングが一般化する現代社会に

おける「まちの杏店」が持つ社会的な意義について、あなた自身の考えを600以上800字

以内で記述しなさい。（問題用紙の裏面や余白は下書きに使用してかまいません）

「書店」というのは不思議なくらい特権的な存在だ。 とりわけ地域に根づいた「まちの粛

店」の衰退が嘆かれるとき、その大切さ自体は所与の前提として語られることがほとんど。

むしろその存在意義に疑いを挟むようなものなら
“

非国民
”

として糾弾されかねない、誰もが

ひれ伏す絶対的な存在として君臨しているようにすら思える。

しかし同時に不思議なのは、それだけ誰もが愛し、その存在意義を信じて疑わないにもか

かわらず、「まちの書店」を取り巻く状況は一向によくならないどころか、 もはやダウント

レンドが当然とすら言える状況にあることだ。おそら＜多くの人びとが想像する通り、いま

「まちの書店」が置かれている経済的・社会的な状況は非常に厳しい、 と言って差し支えな

いだろう。もちろんボトムアップなポジテイプな動きはここ数十年各所で起こり、成果をあ

げてきたし、近年ではようやくトップダウンのアプローチの萌芽（ほうが）もある。とはい

え全体としては決してポジテイプな状況とは言えないのが現実だろう。 その衰退を嘆く人

びとでさえ、 現実には数少ないまちの書店に足を運ぶのではなくAmazonでボチる、 とい

う機会のほうが多いのではないだろうか。

より踏み込んで言えば、現代日本における「まちの書店」というのは、 もはやノスクルジ

ーの対象なのかもしれない。いまは失われてしまったユートピアとして、ハ ートウォ ー ミン

グなエピソ ードとともに、 なかば観念的に愛（め）でられる。しかし実際には刻一刻と、 状

況は悪化してゆく＿そんな何とも不思議な構造が「まちの書店」 にはある。

（朝日新聞 2025 年 10 月 27 日デジクル記事「本は「ついで」でも寄ってみて あなたの世界が広がる出会い

ある本屋」より引用、 一部改変）
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